
概要
本研究は、4日間の短期集中型臨床実習に、人工知能（Artificial 

Intelligence：AI）による即時・個別フィードバックシステムを開発・
導入し、学生の省察記述の変化と受容性を検討したものです。93名
が提出した371件のデイリーノートを、文字数、5観点のルーブリッ
ク、意味ベクトル化と次元削減による文章構造の可視化、アンケー
トから多面的に分析した点に新規性があります。実習の進行に伴い、
記述量と4観点および合計点が向上し、9割以上がフィードバックの
即時性と内容を肯定的に評価しました。指導者の時間的負担を軽減
しつつ、学生の省察と自己調整学習を支える臨床教育への応用が期
待されます。
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